
No. 主な関係資料 意見の総論への反映等

1 ―

健康局、各区、局内関係課との連携、情報を密にし、
ペットを飼っている高齢者への適切な対応や、ケアマ
ネ等支援者への十分な周知等を行っていきます。
９期計画については、今後、各論部分への反映を検討
します。

2
＜資料１－６＞第９期「高齢者保健福祉計画・介護
保険事業計画」骨子（総論）について

反映しました。

3
＜資料１－６＞第９期「高齢者保健福祉計画・介護
保険事業計画」骨子（総論）について

反映しました。

4
＜資料１－６＞第９期「高齢者保健福祉計画・介護
保険事業計画」骨子（総論）について

反映しました。

5
＜資料１－６＞第９期「高齢者保健福祉計画・介護
保険事業計画」骨子（総論）について

内容検討のうえ、反映しました。

6
＜資料１－２＞第９期「高齢者保健福祉計画・介護
保険事業計画」策定スケジュール（案）

次期計画の具体的取組部分の記載内容については、関
係課（作業チーム）に照会させていただきます。別添
スケジュールをご参照ください。

7
第２章「５　第８期計画の重点的な課題と取組みに
関する進捗状況等」⑥在宅支援のための福祉サービ

スの充実
関係部署に連携します。

8
＜資料１－６＞第９期「高齢者保健福祉計画・介護
保険事業計画」骨子（総論）について

・「５　第８期計画の重点的な課題と取組みに関する
進捗状況等」の記載内容については今後、令和４年度
の実績を反映させる際に、できる限り統一感が出るよ
うにいたします。
・「目標」部分については、ご意見を反映しました。

令和５年度「大阪市高齢者施策連絡会議」委員等意見（集約）

資料１－６について、専門分科会での進捗状況の報告資料の内容をベースに、計画書への落とし込み
がされている形に変更となっていますが、各課の書きぶりが異なり、計画書として公表するには統一
感が欠けている印象があります。
また、各取組欄の項目が「目標」に変更されていますが、数値目標を設定していない事業もあり記載
が困難な場合があるため、元の「目標（事業内容・指標等）」に項目を戻すことは可能でしょうか。

意見・質問等

高齢者は孤独な中でペットを飼っている人も多い。
単身高齢者は今後も増えることが予想されることから、適切な時期に入院や入所をすすめていく際
に、ペットの存在が妨げとならないよう、介護事業者やケアマネージャなどがいざという時の連絡先
や、引き取り先を確認しやすくする対策を検討いただきたい。

「第２章　大阪市の高齢者を取り巻く現状と将来の姿」の「５　第８期計画の重点的な課題と取組み
に関する進捗状況等」の「（２）認知症施策の推進」に「⑤大阪市立弘済院における専門的医療・介
護の提供」を添付の修正案のとおり追記してください。

　緊急通報システム（携帯型機器）について、屋外使用が認められていないとのことですが、実際に
屋外使用されたケースがあり、通報者を発見できず、消防局として困った事案が発生しています。
　関係機関との連携のもと検討を行うとのことですので、緊急通報システム（携帯型機器）が屋外で
発報された際の対応要領や、使用者への周知方法について検討をお願いしたい。

第２章「５　第８期計画の重点的な課題と取組みに関する進捗状況等」の文言修正

上記他、資料の各所にコメントを追記していますので、内容についてご確認の上、対応をご検討くだ
さい。

　９月の合同部会で「計画素案の審議」とありますが、それまでに内部（連絡会議・作業チーム等）
で議論できる場があるのか否か、当該資料からは確認できないため、もう少し具体的なスケジュール
案をお示しいただきたい。

上記修正に伴い、「第４章　計画の基本的な考え方」「（２）高齢者施策推進の基本方針」の「２
本計画における取組み方針」の「図表6-2-3　重点的な課題に向けた取組みの体系」の「認知症施策の
推進」に、「・大阪市立弘済院における専門的医療・介護の提供」を追記してください。


